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第 1章 バスティーユからビセ- トル-
- ひとはどのようにしてく市民 〉)となるのか
.第 2章 中間集団の声と沈黙 (1)一 国家と傭人のあいだで
第 3華 中間集団の声と沈黙 (2)一 会雅､議論､読替
第4幸 徳と効用のあいだ
- フランス革命期における科学と芸術


















































とに気がつくO すなわち､彼は ｢社会集団｣あるいは ｢国家と個人のあいだの中間集団｣
という表現のもとで家族､共同体､宗教団体､アリシエイションといった明らかに性格の













































































































































掲 示 の 禁 止 を 提 奏 したル ･シャブリ工は､街路や広場などの公共空間が国民に共通の所有
物 で あ り ､ し た がって特定の集団に支配されはしないこと､牡の学習は伝統的な公共空間
に お い て で も 民 衆協会においてでもなく､静穏で孤独な読替をつうじて行 うべきであるこ
と を 忘 れ ず に 付 け足したが､これは同じときの討親でのビュゾ-や 9月になって民衆協会
の 情 動 の 制 限 が 問題になったさいのプリッソーが､市民意職の未成熟を理由にして民衆協
会 の 果 た す 役 割 を強調 したのと対照をなしていた｡革命期の政治=社会空間における中間
的 な 領 域 の 消 滅 について詳 しくは次章以下で採 りあげることになるが､結局のところ一方
で は 人 間 が 市 民になることは至上命令として掲げられていながら､他方で同じ社会化を実
現 す る は ず の 具体的な空間は多くが市民にたいして閉ざされてしまい､市民への道はきわ
め て 抽 象 的 な かたちでしか構想されえなくなるO革命期をとおして確認のできる中間領域
の 欠 如 あ る い は軽視は､フランス社会全体の編成に影響をもたらすものであると同時に､
市 民 の 形 成 の されかた､さらには市民の概念の内実にさえも抵触する深刻な問題を残した
の だ っ た ｡
人 間 が 一 個 の生命をそなえて情動する具体的な存在であることはいうまでもない｡その
人 間 が ､ あ る いはその大部分をなす第三身分が 『第三身分とはなにか』のシエースによれ
ば ､ 封 建 制 のもとでは くすべて )でありながらしかもく無 )でしかなかったCそしてそれ
が くくな に も の か)になろうとするのが彼の考える変革にほかならなかった (｢1.第三身分と
は な に か . すべてであるO/2.第三身分は､今 日まで､政治秩序のなかで何であったか.
無 で あ る ./3. 第三身分はなにを要求するのか.そこで､なにものかになること30｣)C
人 間 と 市 民 の権利の宣言が発せられ､その後ある見地からすれば理念にたいする裏切 りや
後 退 も 生 じたのであり､また激 しく揺れ動 く事態の連続のなかで完全な実現は困難であっ
た か も しれないが､しかしたしかに人間は くなにものか)になり､つまりは市民-と包摂
さ れ て い ったのだった｡だがその市民のもちえた姿とは､なんと抽象的で奇妙なものであ
っ た ろ うか｡それは個々の人間の身体や言語による直接の交流､社交をとおしてではなく､
観 念 の 間接な伝達によってのみもたらされると､革命期の人びとは､とりわけ立恵派の人
び と は 考えたのだったDフランス革命によって人間は市民-と包摂されたDしかし同時に､
こ の 市 民が抽象的でしかありえない点において､人間の存在は具体的な身体と言語とを失
い ､ したがって人間はあらためて消滅して く無 〉)に戻ってしまったかに見える｡きわめて
逆 説 的なことだが､市民化の不可能ではなくして､むしろ市民化が実現したがゆえの人間
そ れ 自体の不可能が問題 となるのだ｡


























































である｡彼は 1789年の 『権利の宣言』の草案のなかでも､また93年の 『患法草案』にお













ると語 り8､やが て成 立する憲法には準気､痴呆､痴愚のために禁治産 となった者には市民
の権利が停止され る とい う条項 (第 13条)が付け加えられることになる｡付言するならば､
この無法 では第 16条 で 8年後か ら実行 されるとい う但審きをともなってではあるが､｢著
者は読み 審きお よび機械的な職業 uneprofessionm占caniqueができることを証明できなけれ
ば市民名 帝に登 録 で きない｡農事の手作業も機械的な職業にふ くまれるJと規定されa9.
またして も労働 で あ る｡そ して ｢読み審き｣については第 3章の主題のひとつとしなくて
はならな い｡しか しあ らためて断っておきたいが､能動市民と受動市民との区別と同様に､
労働に従 事 しな い 人 間や蛮性の欠如 した人間が市民の世界から排除されてゆくことそれ自
体がここでの問題 で はない.あるいは く排除 〉)とい う語の用い られる水準をこそ画定して
おかなくてはな らないのだO
ピエー ル ･ロザ ン ヴァロンによれば､革命期の市民の観念については3つのことなる領
野を区別 するこ とが できるとい う｡まず第 1の領野､社会全体にかかわる領野では市民の
観念を国 民全体 に拡 大すること (｢包摂 とい う至上命令｣)が問題となるのにたいして､
人間に か かわる第 2の領野を支配 しているのは市民の実体 としての個人の自律の問題であ
る10｡理 性の行使 が重要な意味をもつのはこの第 2の領野においてであって､コンドルセ
が強調 す る理性 を そ なえた個人 という姿は､中間団体か ら脱け出すことによる社会的な独
立およ び 職業 を もつ ことによる経済的独立と並んで､知的な点での独立を市民の自律にた
いして 保 証す る も の であった.他方で人間の自律 を直接の問題とはしていない第 1の蘭野
にあっ て は､理 性 の使用は市民であることの要件ではなく､したがって理性の使用が不可
能な人 間 も租税の 支 払能力のない人間 と同 じく､市民として国民社会の内部に包摂されて
しま うだ ろう｡理 性 と非理性の区別はその内部でのひ とつの境界線にすぎないのであり､
した が って理性 の欠 如や労働の不可能は社会から廃棄 されるのではなく､コンドルセ由い
う ｢公 的 施設｣に よ るなんらかの教育や保護ないし扶助の対象となるOこれは教育ととも
に広い 意 味での啓 蒙 の重要な側面をなしている｡そ うして啓蒙が進み人間の理性が完成す
れば ､ 境 界線はか ぎりなく稀薄 な ものとな り､やがて自律的な個人からなる市民社会が実
現す るはずであったO








た だ し 内 部 の 境 界 線の反対側におかれた人間への扶助にかかわるのであるから､それと対
を な す と も い う べ き地点で､理性の使用 と市民生活とのかかわ りについて次のような見解
を 表 明 す る だ ろ う｡ ｢人間が自らの保持に充分な能力をもつ年齢に達したとき､彼らはも
は や い か な る 強 制 的な権威にも服従 しないというのが自然の望んだことであった｡社会は
こ の 賢 明 な る 意 向を耳重 しかつ充足 しなくてはならない｡人間がその理性の能力を享受し
て い る 場 合 ､ つ ま りその能力が変化 して他者の安全や平穏を巻き添えにしたり､あるいは
自 身 を 寅 の 危 険 にさらしたりするのでないかぎり､いかなるものも､社会全体でさえ､人
間 の 独 立 を わ ず かでも損なう権利を有 してはいないのである｡｣ここではまさにカントの
障 っ た よ う に ､ 人間の市民としての自律がまず文字 どお りの未成年状態からの脱却との関
係 で 捉 え ら れ ､ 次いで同じものが理性の作動 しているかぎりにおいて確実に保証されてい
る O さ ら に 注 目すべきことには､カン トやコン ドルセが啓蒙の進展を否定のしようのない
こ と が ら と 捉 えていたのと同じように､カバニスは狂気がけっして永続的なものではなく､
充 分 に 回 復 の 可能な痛いであると考えていた｡そして ｢狂人は理性の使用を回復 したとき
に は ､ た だ ち に完全な市民生活に戻 らねばない‖｣のだった｡理性の消失は市民生活から
の 逸 脱 を 意 味 するが､それは決定的な逸脱ではなく一時的な逸脱にすぎない｡理性の使用
は 社 会 の 内 部 でのひ とつの境界線 となってはいるけれ ども､それを越えるのは必ず しもむ
ず か し い こ と ではないOいいかえれば狂気は永遠の (非市民 )を意味するわけではなく､
む し ろ 未 成 年 と同等の存在あるいは潜在的な市民をしるしづけるものにほかならないのだ｡
理 性 の 回 復にともな う市民生活への復帰は､ラボ一 ･サン=テチエンヌのい う労働 と勤
勉 に よ る 能 動市民の資格の礎得ほどにはたやす くないかもしれないが､しかしまた絶対的
に 端 難 で あ るとい うわけではなかった｡いや困難であるかどうかはともかくとして､理性
の 使 用 に よ って市民となることの必要が強 ぐ感 じられたのだった｡そして能動市民の資格
の 設 定 が そ こから多 くの人間を排除するためのものであるよりは､それを獲得するため笹
人 が 競 っ て労働へ と促 される指標であったのと同じように､理性の使用は政治の領域にお
い て も ､ また広 く市民生活の領域においても人間を自律的な市民-と導いてゆく､ひとつ
の ジ ャ イ ロスコープの役割を果たそ うとしていた｡人間は理性を用いて労働に携わること
に よ っ て市民となる､あるいはぜひともならねばならない｡個人が社会生活において必要
な 規 範 や知織を学習する過程を社会化 と呼ぶならば､ここで問題になっているのは個人で
は な く その集合全体の社会化つまり成年状態への到達であるということができるだろう.
長 い あいだ王権 と教会の手で未成年状態にとどめられていた国民は､理性を指標としてあ








































































































































人間が くなにものか 〉)になることには､アンシァン ･レジームに由来するいっさいの拘
束から自由であることがふくまれていた - そうであるとするならフランス革命の蛸緒の























































































































障碑であり､ 扶 助 を必要とする人間にまでは近づいてきている自由の身体にも､まだ及び
えない領域 が 残 っているかのようだ｡だがこれとの対比でいえば､カステラ-ヌの2月 20
日の報告は ビセ - トルその他の施設に拘禁されている狂人の処遇にも格別の配慮を払 う点
で重要な意 義 を もっていた｡報告者によれば､痴呆を口実にして閉じこめられている者た
ちのなかに は 実 はそ うではない者も数少なくないo Lたがってまず医師を派遣 して彼らの
実状の詳 しい 調 査 を行 う必要がある- これは3月 16日の法令の第 9条として成立した.
そして法令 に も り込まれは しなかったが､カステラ-ヌは報告のなかで ｢日常的な監視を
必要とするの で 自由を享受できない不幸な人びと｣の処遇の改善も提案 していた｡彼らは
現在にいたる ま で ｢病気を治療するどころか悪化させるほかない非人間性をもって取り扱




























































































































































































































































































































































































































年の 『哲学的疾病分類学』を受け継いだ 1801年の 『概論』は前者で ｢神経症｣と分類され
ていたものの下位分類を修正しながら､操病あるいは精神疾患を背痛 (例外的な錯乱)､






















































































































































































































労働や営業の自由は 89年 8月の ｢人間と市民の権利の宣言｣では明文化されなかった
が､宣言にかんする政論のたたき台として採用される予定でありながら畢議に入る直前に




















‖ テラル ド法および 6月のル･シャブリエ法の成立をめぐる事情についてはStevenL.KAPLAN,
LoF'･ndesco7･POrat'lons,Paris,Fayard,2001,ch.XIVetXVを参軌
1ユ前出 『資料 権利の宣言- 1789』195ページ｡
























































にのぼったとされる170 早くも89年末に ｢プル トン･クラブJとして生まれ (実をいうと
ル ･シャブリエもその創立に参加したひとりであったのだが)､その後 ｢唐絵友の会｣と






























を禁止する法令の作成を求める20. この要求が 5月 9日のル ･シャブリエの法令捷秦へと




























































































































































































































































事件の前日､7月 16日には内部対立が高ま っ ていたジャコパン･クラブがついに分裂し､
革命を終結させようとする立場の鶴見たちはフイヤン･クラブを結成する｡ジャコバン･
























































































































































































































































































































































































碍を破壊することである64｡｣前章でも監獄 との関連で採 りあげた､この 『百科全書』の
なかの項目 ｢財団｣は直接には貧民救済の体制を論 じたものであるが､ 『古典主義時代の



























































































71前出 『資料 権利の宣言- 1789』57ページ｡










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































されるが､そこに桔 ｢第 360条 公共の秩序に反する団体や結社が形成されてはならない｣､












































第 3牽 中間集団の声と沈黙(2)- 会話､議論､読書
王政復古とともに政界から身を引いた p.-L.レドレルは歴史の研究に関心を向けてゆく｡






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ユ聾者は先に､プリウー ル ･ド･ラ･コー ト=ドー ルというひとりの人物の革命期における行
動の軌跡をとおして､同様の間琴の考察を試みたことがある｡ ｢知識と社会秩序- フランス
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ゆるヴァン トー ズ法は ｢地上に美徳-の愛と幸福を広める｣ためにサン-ジュス トの提案
したものだったが､革命の敵の財産の共和国による没収を定めたこの法が優先されること
で､美術品の整理作業が停滞せざるをえないという報告が地方から届けられ､委員会はそ








年にはシル ヴァン ･マレシャルが､この年を ｢理性の支配第 1年｣と呼び､毎日を飾る聖
人を歴史上の著名な人物に変更した 『正直者の暦』を発行していた｡その後も年の春にな
って､フランスが再生し自由-の愛が地上を征服した今こそいい機会であるとして､暦の




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































この自律と依存のアンチノミー はやがて トクヴィルが 『アメリカの民主政について』で
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